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ブラジル電子商取引法案における安全（セキュリティ）対策、消費者の個人情報とプライバシー
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一　

は
じ
め
に

　

ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
（PLS 281/2012

）
と
は
、
集
団
訴
訟
法
案
（PLS 282/2012

）
及
び
多
重
債
務
法
案
（PLS 

283/2012
）
と
と
も
に
、
二
〇
一
二
年
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
現
代
化
法
案
と
総
称
さ
れ
る
三
法
案
の
一
つ
で
あ
る
。
本
電
子

商
取
引
法
案
に
よ
り
、
現
行
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
第
五
章
「
取
引
行
為
（D

as Práticas Com
erciais

）」
に
第
七
節
「
電
子

商
取
引
（D

o Com
ércio Eletrônico

）」
が
新
設
さ
れ
る
。
こ
の
第
七
節
に
お
い
て
、
電
子
商
取
引
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
目
的

を
定
め
る
第
四
五
︲
Ａ
条
本
文
で
は（（
（

、
①
情
報
の
非
対
称
性
の
縮
減
、
②
（
電
子
商
）
取
引
上
の
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
、
③

個
人
情
報
（dados pessoais
）
に
関
す
る
自
己
決
定
（autodeterm

inação

）
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（privacidade

）
の
保
護
を
掲
げ
、

こ
れ
ら
を
「
情
報
」
関
連
の
基
本
三
方
針
と
し
て
、
消
費
者
の
信
頼
の
強
化
と
実
効
的
保
護
の
保
障
を
目
指
す
と
し
て
い
る（（
（

。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
三
点
の
電
子
商
取
引
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
目
的
（「
情
報
」
関
連
の
基
本
三
方
針
）
の
う
ち
、
②
（
電
子

商
）
取
引
上
の
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
、
及
び
、
③
個
人
情
報（dados pessoais

）に
関
す
る
自
己
決
定
（autodeterm

inação

）

と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（privacidade

）
の
保
護
に
焦
点
を
当
て
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
環
境
に
関
す
る
総
合
的
な
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）

の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

二　

電
子
商
取
引
に
お
け
る
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策

１　

安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
義
務
の
根
拠
と
範
囲

　

ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
第
四
五
︲
Ｃ
条（（
（

四
号
で
は（（
（

、「
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
を
行
う
こ
と
」
が
事
業
者
の
義
務
と
し

て
定
め
ら
れ
、
こ
れ
は
同
法
案
第
四
五
条
︲
Ａ
条（（
（

所
定
の
「
情
報
」
関
連
の
基
本
三
方
針
の
二
つ
目
で
あ
る
、
電
子
商
取
引
上
の
安
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全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
を
具
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

暗
号
理
論
や
生
体
工
学
と
い
っ
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
へ
の
投
資
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
性
は
向
上
し
て
い
る
が
、

完
全
に
信
頼
で
き
る
も
の
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る（（
（

。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
に
基
づ
き
、
電
子
商
取
引
の
発
展
を
妨
げ

る
最
大
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
安
全
性
の
欠
如
を
挙
げ
る
学
説
も
存
在
す
る（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
安
全
面
の
技
術
的
脆
弱
性
を
前
に
、
マ
ル
チ
ン
ス
は
、
第
三
者
に
よ
る
損
害
惹
起
の
可
能
性
、
そ
の
よ
う
な
損
害
発

生
に
際
し
て
事
業
者
が
責
任
を
負
う
範
囲
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
損
害
を
回
避
す
る
か
最
小
限
と
す
る
た
め
に
消
費
者
が
利
用
す
べ

き
技
術
的
手
段
に
関
す
る
情
報
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
係
す
る
安
全
性
の
諸
側
面
に
つ
い
て
情
報
提
供
す
べ
き

事
業
者
の
義
務
を
認
め
る（（
（

。
ロ
レ
ン
ゼ
ッ
チ
も
、
そ
の
よ
う
な
事
業
者
の
義
務
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
責
任
範
囲
に
つ
い
て
は
一
定
の

線
引
き
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
こ
こ
で
の
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
義
務
は
、
事
業
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
及
ぶ
範
囲
に
つ
い

て
要
求
さ
れ
る
協
力
義
務
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
者
が
提
供
で
き
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
保

障
の
可
能
性
か
ら
逸
脱
す
る
よ
う
な
場
合
に
ま
で
一
般
的
か
つ
無
制
限
に
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い（（
（

。

２　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
と
電
子
商
取
引

　

そ
れ
で
は
、
第
四
五
︲
Ｃ
条
四
号
所
定
の
「
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
を
行
う
」
義
務
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
責
任
範
囲
の

限
界
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
の
点
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
の
場
合
、
事
業
者
は
、
そ
の
運
営
す
る
サ
イ
ト
に
お
い
て

講
じ
ら
れ
て
い
る
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
を
示
し
、
注
意
喚
起
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
消
費
者
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
リ
ス

ク
を
転
嫁
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
取
引
に
必
要
な
安
全
性
を
現
実
に
提
供
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
義
務
は
、
製
品
・
役
務

の
欠
陥
に
対
す
る
事
業
者
の
無
過
失
責
任
（
消
費
者
保
護
法
典
第
一
四
条（

（（
（

）、
及
び
、
当
該
役
務
に
つ
い
て
法
律
上
正
当
に
期
待
さ
れ

る
安
全
性
を
有
す
る
役
務
の
提
供
義
務
（
同
条
一
項（

（（
（

）
と
同
列
に
理
解
さ
れ
る
。
同
条
三
項
で
は
、
免
責
事
由
を
列
挙
し
て
お
り
、
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そ
の
二
号
で
「
第
三
者
の
排
他
的
過
失
」
を
定
め
て
い
る
が（（（
（

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
に
関
し
て
は
、「
金
融
機
関
は
、

銀
行
取
引
の
範
囲
内
で
第
三
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
詐
欺
や
犯
罪
に
関
連
し
た
内
部
的
不
可
抗
力
（fortuito interno

（
（（
（

）
に
よ
り
生
じ

た
損
害
に
対
し
て
無
過
失
責
任
を
負
う
」
と
の
判
例
法
理
が
確
立
し
て
い
る
た
め（（（
（

、
消
費
者
に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
第
三
者

の
排
他
的
過
失
（
第
一
四
条
三
項
二
号
）
を
主
張
し
て
も
、
金
融
機
関
は
免
責
さ
れ
な
い（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
第
四
五
︲
Ｃ
条
四
号
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
に
関
す
る
判
例
法
理
を
電
子
商
取
引
全
体
に
広
げ
た
も
の
と
し
て
完
全
に
両
者
パ
ラ
レ
ル
に
解
す

る
も
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
フ
ィ
ン
ケ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
統
計
分
析
か
ら
ホ
ー
ム
バ
ン
キ
ン
グ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
利
用
の
増
加
を
例
と
し
て
示
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
の
容
易
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
消
費
者
文
化
の
変
容
は
自
然
の
摂
理

で
あ
る
か
ら
、
電
子
商
取
引
の
安
全
性
も
同
様
に
克
服
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
と
完
全

に
パ
ラ
レ
ル
な
義
務
を
電
子
商
取
引
事
業
者
に
課
す
も
の
と
し
て
第
四
五
︲
Ｃ
条
四
号
を
理
解
す
る（（（
（

。

三　

個
人
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

１　

情
報
自
己
決
定
権

　

㈠　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
─
─
消
極
的
側
面
か
ら
積
極
的
側
面
へ

　

当
初
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、「
一
人
で
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
」
と
し
て
構
想
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
他
人
に
私
生
活
を
の
ぞ

き
見
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
利
益
が
考
慮
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
現
在
で
は
、
こ
う
し
た
消
極
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
く
、「
自
ら
に
関
す
る

情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
」（
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
）
と
し
て
、
よ
り
積
極
的
な
側
面
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
を
考
慮

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（（（
（

。
電
子
商
取
引
に
欠
か
せ
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
は
、
そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
本
人
が
知
ら
な
い
う
ち
に
様
々
な
情
報
が
取
得
・
利
用
さ
れ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
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る
。
例
え
ば
、
電
子
メ
ー
ル
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
ウ
ェ
ブ
の
閲
覧
状
況
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ル
や
印
刷
等
の
利
用
状
況

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
文
字
通
り
の
監
視
が
行
わ
れ
て
い
る
。
固
有
の
識
別
ア
ド
レ
ス
の
監
視
や
追
跡
、
通
話
・
通
信
・
ウ
ェ
ブ

等
の
各
種
ロ
グ
解
析
に
よ
り
、
端
末
の
特
定
や
そ
の
利
用
状
況
の
把
握
も
可
能
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
よ
う
に
容
易
か
つ
断
続
的
に
、
ま
た

本
人
の
知
ら
な
い
う
ち
に
大
量
に
集
積
さ
れ
た
個
人
情
報
の
中
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
保
護
対
象
と
な
る
情
報
も
含
ま
れ
る
と

考
え
ら
れ
、
公
知
情
報
か
否
か
等
の
情
報
の
種
類
・
性
質
を
鑑
別
し
た
上
で（（（
（

、
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
実
効
的
に
保
障
す
べ
き
必

要
性
は
高
い
と
い
え
る（（（
（

。
ま
た
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
い
わ
ゆ
る
名
簿
業
者
を
通
じ
て
取
引
の
対
象
と
な
る
こ

と
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る（（（
（

。

　

㈡　

事
業
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
と
消
費
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　

消
費
者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る（（（
（

。
キ
ー
ロ
ガ
ー
の
利
用
や
各
種

の
監
視
ツ
ー
ル
の
利
用
が
普
及
し
た
こ
と
で
、
消
費
者
の
個
人
情
報
は
、
経
済
的
取
引
の
対
象
と
な
る
べ
き
財
産
的
価
値
を
取
得
し

た
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
得
る
。
こ
の
こ
と
は
消
費
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
に
新
た
な
規
制
枠
組
み
を
認
め
る
べ
き
こ
と
を
示
唆

す
る（（（
（

。

　

消
費
者
の
個
人
情
報
が
、
消
費
者
自
身
も
知
ら
な
い
う
ち
に
集
積
・
共
有
さ
れ
、
名
簿
業
者
を
通
じ
て
第
三
者
に
提
供
さ
れ
る
な

ど
し
て
、
事
業
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
お
い
て
多
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と（（（
（

、
消
費
者
の
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の

保
障
は
、
そ
の
一
定
の
個
人
情
報
が
取
引
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
を
消
費
者
自
身
に
保
障
す
る
こ
と
で
、

事
業
者
の
情
報
活
動
に
正
当
性
を
付
与
し
、
も
っ
て
電
子
商
取
引
に
お
け
る
信
頼
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る（（（
（

。

　

㈢　

第
四
五
︲
Ｅ
条
五
項
二
号

　

電
子
商
取
引
に
お
け
る
個
人
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は
、
消
費
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
そ
の

保
護
を
事
業
者
に
義
務
づ
け
る
と
い
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
消
極
的
側
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
消
費
者
の
個
人
情
報
の
開
示
や
利
用
に
関
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す
る
消
費
者
自
身
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
い
わ
ゆ
る
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
）
を
保
障
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
個
人
情
報
は
消
費
者
本
人

の
許
可
が
あ
る
場
合
に
の
み
利
用
さ
れ
第
三
者
に
開
示
さ
れ
得
る
と
い
う
積
極
的
側
面
か
ら
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
に
言
及
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
電
子
商
取
引
法
案
は
、
消
費
者
保
護
法
典
第
六
条
の
消
費
者
基
本
権
の
リ
ス
ト
の
中
に
、「
電
磁
的
方
法
を
含

め
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
提
供
さ
れ
ま
た
収
集
さ
れ
た
情
報
及
び
個
人
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ら
び
に
安
全
」

（
一
一
号
）
を
含
め
た
。
当
該
消
費
者
基
本
権
の
実
効
性
を
確
保
し
、
ま
た
第
四
五
︲
Ａ
条
本
文
に
お
け
る
「
情
報
」
関
連
の
基
本

三
方
針
の
三
つ
目
で
あ
る
「
個
人
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
」
を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め（（（
（

、
第
四
五
︲

Ｅ
条
五
項
本
文
で
「
次
の
こ
と
も
ま
た
禁
止
さ
れ
る
」
と
し
、
そ
の
二
号
で
「
法
律
上
の
例
外
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
権
利
者

の
明
示
の
許
可
及
び
情
報
提
供
下
で
の
同
意
な
く
、
個
人
情
報
や
個
人
識
別
情
報
を
流
通
さ
せ
、
集
積
、
開
示
、
使
用
許
諾
、
処
分
、

利
用
、
共
有
、
提
供
す
る
こ
と
、
又
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
譲
渡
も
し
く
は
移
転
す
る
こ
と
」
と
規
定
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
消
費

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
尊
重
を
、
単
な
る
一
般
的
・
消
極
的
義
務
で
は
な
く
、
消
費
者
の
個
人
情
報
の
流
通
や
使
用
に
関
す
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
を
消
費
者
本
人
に
保
障
す
べ
き
具
体
的
・
積
極
的
義
務
と
し
て
事
業
者
に
課
し
て
お
り
、
消
費
者
の
同
意
な
く
し
て
そ
の

個
人
情
報
が
使
用
さ
れ
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

㈣　

第
四
五
︲
Ｅ
条
五
項
二
号
に
対
す
る
修
正
案

　

本
号
に
対
し
て
は
、「
集
積
」
と
「
利
用
」
を
削
除
し
、（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｆ
条
五
項
二
号
）「
そ
の
権
利
者
の
明
示
の
許
可
及
び

情
報
提
供
下
で
の
同
意
な
く
、
個
人
情
報
や
個
人
識
別
情
報
を
流
通
さ
せ
、
開
示
、
使
用
許
諾
、
処
分
、
共
有
、
提
供
す
る
こ
と
、

又
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
譲
渡
も
し
く
は
移
転
す
る
こ
と
」
と
定
め
る
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
本
号
の
目

的
が
、
消
費
者
の
明
示
の
許
可
及
び
情
報
提
供
下
の
同
意
の
な
い
、
消
費
者
に
関
す
る
情
報
の
流
通
な
ら
び
に
第
三
者
へ
の
名
簿
や

デ
ー
タ
べ
ー
ス
の
売
却
を
禁
止
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
、
個
人
情
報
の
「
利
用
」
の
一
般
的
な
禁
止
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
革
新
を
停
滞
さ
せ
得
る
。
一
般
的
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
分
野
の
技
術
革
新
は
、
正
当
に
取
得
さ
れ
た
個
人
情
報
の
「
利
用
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

の
恒
常
的
な
改
善
・
改
良
は
、
既
存
の
製
品
及
び
役
務
の
改
良
な
ら
び
に
新
た
な
リ
ソ
ー
ス
や
ツ
ー
ル
の
創
造
を
目
的
と
し
て
、
傾

向
分
析
の
た
め
に
行
わ
れ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
個
人
情
報
の
「
利
用
」
に
直
接
的
に
依
存
し
て
い
る
。

　

消
費
者
の
個
人
情
報
の
「
集
積
」
の
一
般
的
な
禁
止
に
つ
い
て
は
、
電
子
商
取
引
の
存
在
そ
れ
自
体
を
脅
か
す
こ
と
に
な
り
得
る
。

消
費
者
の
個
人
情
報
や
個
人
識
別
情
報
を
業
者
固
有
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
「
集
積
」
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
電
子
商
取
引
は
成

り
立
た
な
い
。
取
引
を
進
め
る
た
め
に
そ
れ
ら
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
け
れ
ば
、
例
え
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・

カ
ー
ト
〔
買
い
物
か
ご
〕
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
購
入
や
そ
の
他
の
操
作
を
行
う
に
あ
た
り
、
当
該
消
費
者
の

個
人
情
報
が
正
確
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

㈤　

第
四
五
︲
Ｅ
条
五
項
二
号
違
反
の
民
事
的
効
果

　

電
子
商
取
引
法
案
で
は
、
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
関
連
規
定
に
違
反
し
た
場
合
の
た
め
、
別
途
、
刑
事
制
裁
規
定
が
新
設
さ

れ
て
い
る（（（
（

。
ま
た
、
同
違
反
の
民
事
的
効
果
に
関
し
て
は
、
第
四
五
︲
Ｃ
条
四
号
の
具
体
的
な
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
義
務

の
中
に
、
消
費
者
の
個
人
情
報
の
管
理
ま
で
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
情
報
流
出
に
よ
り
消
費
者
に
損
害
が

発
生
し
た
場
合
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
の
場
合
と
同
様
に
、
過
失
の
存
否
に
か
か
わ
ら
ず
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
と

考
え
ら
れ
る（（（
（

。
こ
の
点
、
先
述
の
よ
う
に
、
第
四
五
︲
Ｃ
条
四
号
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン

グ
に
関
す
る
判
例
理
論
を
電
子
商
取
引
一
般
に
広
げ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
と
消
費
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
法
文
上
の
根
拠
を
別
途
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
憲
法
第
五
条
一
〇
号
で

は
、「
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
私
生
活
、
名
誉
及
び
肖
像
は
不
可
侵
で
あ
り
、
そ
の
侵
害
か
ら
生
じ
る
財
産
的
又
は
精
神
的
損
害
に

対
し
て
賠
償
請
求
権
を
保
障
す
る
」
と
規
定
す
る
。
ま
た
、
消
費
者
保
護
法
典
第
六
条
六
号
で
は
、「
財
産
的
及
び
精
神
的
損
害
、
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個
人
的
、
集
団
的
及
び
拡
散
的
損
害
の
実
効
的
予
防
な
ら
び
に
賠
償
」
を
消
費
者
基
本
権
の
一
つ
と
し
て
定
め
て
い
る
。
こ
の
両
法

文
を
理
論
的
基
礎
と
し
て
、
個
人
情
報
流
出
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
際
し
、
第
四
五
︲
Ｃ
条
四
号
の
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対

策
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
事
業
者
の
損
害
賠
償
義
務
を
肯
定
し
得
る
。

２　

電
子
メ
ー
ル
広
告
規
制

　

㈠　

電
子
メ
ー
ル
広
告
の
定
義
規
定

　

第
四
五
︲
Ｅ
条
四
項
で
は
、「
…
…
電
子
メ
ー
ル
広
告
と
は
、
製
品
又
は
役
務
の
申
込
み
又
は
広
告
に
関
連
し
た
も
の
で
か
つ
電

子
メ
ー
ル
又
は
そ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
送
信
さ
れ
た
も
の
を
い
う
」
と
定
め
、
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
定
義
が
明
文
化
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
概
念
は
、
取
引
行
為
（Práticas Com

erciais

）
に
係
る
電
子
メ
ー
ル
に
限
定
さ
れ
、
憲
法
上

の
基
本
権
で
あ
る
表
現
の
自
由
（
連
邦
憲
法
第
五
条
九
号
）
と
通
信
の
秘
密
（
同
条
一
二
号
）
に
配
慮
し
て
い
る（（（
（

。

　

㈡　

ソ
フ
ト
・
オ
プ
ト
イ
ン
方
式

　

ま
た
、
第
四
五
︲
Ｅ
条
で
は（（（
（

、
適
法
な
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
送
信
要
件
を
定
め
て
い
る
。
同
規
定
で
は
「
ソ
フ
ト
・
オ
プ
ト
イ

ン
」
と
よ
ば
れ
る
方
式
が
採
用
さ
れ
、
事
業
者
は
、
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
受
信
意
思
を
明
示
的
に
表
明
し
た
名
宛
人
消
費
者
（
本
文

一
号
）、
又
は
、
以
前
に
消
費
関
係
を
有
し
た
者
で
、
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
受
信
拒
絶
機
会
を
有
し
た
が
拒
絶
し
な
か
っ
た
名
宛
人

消
費
者
（
一
項
）
に
対
し
て
の
み
、
電
子
メ
ー
ル
広
告
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
名
宛
人
消
費
者
が
受
信

拒
絶
を
事
業
者
に
直
接
表
明
す
る
場
合
（
本
文
三
号
）
や
、
申
込
み
遮
断
リ
ス
ト
（cadastro de bloqueio de oferta

）
へ
の
登
録
を

行
っ
た
場
合
（
本
文
二
号
）
は
、
速
や
か
に
送
信
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
項
）。

　

電
子
メ
ー
ル
広
告
を
含
め
、
不
招
請
勧
誘
規
制
の
あ
り
方
に
関
し
て
は（（（
（

、
大
別
し
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
オ
プ
シ
ョ
ン
／
オ
プ
ト
ア
ウ

ト
方
式
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
オ
プ
シ
ョ
ン
／
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
が
存
在
す
る（（（
（

。
両
者
は
勧
誘
を
原
則
自
由
と
す
る
か
原
則
禁
止
と
す
る
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か
で
異
な
り
、
前
者
で
は
、
消
費
者
が
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
送
信
停
止
を
求
め
る
ま
で
、
事
業
者
は
送
信
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
、

後
者
で
は
、
消
費
者
が
事
前
に
許
可
し
た
場
合
に
の
み
送
信
可
能
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
尊
重
の
観
点
か
ら
は
後
者
の
方
式
を
原

則
と
す
べ
き
で
あ
り（（（
（

、
第
四
五
︲
Ｅ
条
で
採
用
さ
れ
た
ソ
フ
ト
・
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
は
、
後
者
の
方
式
の
一
類
型
と
解
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

㈢　

電
子
メ
ー
ル
広
告
の
内
容
規
制

　

さ
ら
に
電
子
商
取
引
法
案
で
は
、
第
四
五
︲
Ｅ
条
二
項
に
お
い
て
、
事
業
者
に
よ
り
送
信
さ
れ
る
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
中
身
に
つ

い
て
も
規
制
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
者
は
、
電
子
メ
ー
ル
広
告
を
送
信
す
る
た
め
に
消
費
者
の
事
前
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
み
な
ら
ず
（
同
条
本
文
及
び
一
項
）、
当
該
電
子
メ
ー
ル
広
告
は
次
の
一
連
の
要
請
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一

に
、
事
業
者
は
、
各
送
信
メ
ー
ル
広
告
に
お
い
て
、
新
た
な
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
送
信
拒
絶
を
何
ら
の
負
担
な
く
い
つ
で
も
許
容
す

る
、
適
切
、
簡
便
、
安
全
か
つ
有
効
な
方
法
を
、
名
宛
人
消
費
者
に
情
報
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
項
一
号
）。
第
二
に
、

事
業
者
は
、
消
費
者
情
報
を
取
得
し
た
方
法
に
つ
い
て
も
名
宛
人
消
費
者
に
情
報
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
項
二
号
）。
第

三
に
、
電
子
メ
ー
ル
広
告
送
信
者
の
氏
名
や
同
電
子
メ
ー
ル
の
広
告
的
性
質
を
隠
し
、
偽
り
、
ま
た
速
や
か
に
特
定
で
き
な
い
よ
う

な
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
（
五
項
一
号
）。

　

電
子
メ
ー
ル
広
告
の
内
容
に
関
し
て
事
業
者
に
課
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
義
務
は
、
消
費
者
保
護
法
典
第
三
〇
条（（（
（

、
三
五
条（（（
（

及
び
三
六

条
（
（（
（

所
定
の
情
報
提
供
義
務
の
裏
返
し
で
あ
る
消
費
者
の
「
情
報
に
対
す
る
権
利
」
を
強
化
す
る
意
義
を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
事
業

者
が
不
当
な
手
段
で
消
費
者
情
報
を
入
手
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
消
費
者
自
身
が
確
認
し
得
る
と
い
う
意
味
で
、
電
子
商
取
引
に

お
け
る
消
費
者
保
護
の
実
効
性
を
大
い
に
高
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

㈣　

法
案
第
四
五
︲
Ｅ
条
に
対
す
る
修
正
案

　

第
四
五
︲
Ｅ
条
本
文
に
対
し
て
は
、（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｆ
条
本
文
）「
製
品
又
は
役
務
の
事
業
者
に
よ
る
、
次
の
受
信
者
へ
の
電

子
メ
ー
ル
広
告
の
送
信
は
禁
止
さ
れ
る
」
と
し
て
、「
製
品
又
は
役
務
の
事
業
者
に
よ
る
、」
と
い
う
送
信
禁
止
主
体
を
明
示
す
べ
き
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と
す
る
修
正
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
本
修
正
案
の
「
製
品
又
は
役
務
の
事
業
者
」
に
は
、
電
子
商
取
引
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
通

信
販
売
取
引
事
業
者
一
般
及
び
店
舗
販
売
業
者
も
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
法
案
第
四
五
︲
Ａ
条
本
文
に
対
す
る
修
正
案
と
同
様（（（
（

、
電

子
メ
ー
ル
広
告
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
、
全
て
の
製
品
及
び
役
務
の
事
業
者
に
課
さ
れ
る
行
為
義
務
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

　

第
四
五
︲
Ｅ
条
本
文
一
号
に
対
し
て
は
、「
事
業
者
と
の
事
前
の
消
費
の
関
係
を
有
さ
ず
、
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
受
信
に
つ
き
事

前
の
同
意
を
表
示
し
て
い
な
い
者
」
か
ら
、（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｆ
条
本
文
一
号
）「
事
業
者
と
の
事
前
の
消
費
の
関
係
を
有
さ
ず
、
ま

た
、
電
子
メ
ー
ル
受
信
に
つ
き
事
前
か
つ
明
示
の
同
意
を
表
示
し
て
い
な
い
者
」
と
し
て
、「
明
示
」
と
い
う
文
言
を
追
加
す
べ
き

と
す
る
修
正
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
大
量
送
信
さ
れ
る
ス
パ
ム
広
告
を
禁
止
し
、
そ
の
受
信
・
非
受
信
に
つ
き
明
示
的
に
意
思
表

示
を
行
っ
た
消
費
者
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

ま
た
、
法
案
第
四
五
︲
Ｅ
条
は
五
項
ま
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
（
複
合
企
業
）
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ

に
次
の
六
項
及
び
七
項
を
追
加
す
べ
き
と
す
る
修
正
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
六
項
（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｆ
条
六
項
）
で
は
、「
消
費

者
が
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
を
構
成
す
る
事
業
者
と
消
費
の
関
係
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
消
費
者
が
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
拒
絶

の
機
会
を
有
し
た
場
合
で
、
か
つ
、
申
込
み
遮
断
リ
ス
ト
に
登
録
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
、
同
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
を
構
成

す
る
い
か
な
る
会
社
に
よ
る
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
送
信
も
、
本
条
本
文
の
禁
止
に
入
ら
な
い
」
と
定
め
た
上
で
、
こ
の
規
定
を
受
け

て
、
七
項
（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｆ
条
七
項
）
で
は
、「
五
項
二
号
所
定
の
禁
止
は
、
当
該
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
を
構
成
す
る
事
業
者
に

は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
定
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
第
四
四
︲
Ｇ
条
の
追
加
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
修
正
案
第
四
四
︲
Ｇ
条
で
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ

ド
・
ウ
ェ
ブ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
又
は
電
子
商
取
引
の
あ
ら
ゆ
る
形
式
を
通
じ
た
製
品
及
び
役
務
の
申
込
み
に
お
い
て
は
、
提
供

さ
れ
た
製
品
又
は
役
務
の
取
得
の
た
め
、
契
約
締
結
に
必
要
不
可
欠
な
情
報
の
提
供
の
み
が
消
費
者
に
対
し
て
要
求
さ
れ
る
も
の
と
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す
る
」
と
定
め
、
ま
た
同
条
補
項
に
お
い
て
、「
必
要
不
可
欠
な
情
報
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
他
の
情
報
は
任
意
的
性
質
を
有
し
、
消
費

者
は
そ
の
条
件
に
つ
い
て
事
前
に
知
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
取
引
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
Ｃ
Ｐ
Ｆ
（
自
然
人
登
録
番
号
）
も
し
く
は
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｊ

（
法
人
登
録
番
号
）、
身
分
証
明
書
、
あ
る
い
は
、
支
払
い
方
法
に
従
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
以
外
の
個
人

情
報
を
消
費
者
か
ら
要
求
し
得
な
い
こ
と
を
消
費
者
保
護
法
典
に
お
い
て
明
文
化
す
べ
き
と
の
要
請
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
違
反
し
た
場
合
の
制
裁
と
し
て
、
事
業
者
の
サ
イ
ト
の
閉
鎖
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

㈤　

民
事
罰
金
制
度
の
適
用

　

放
棄
権
（
撤
回
権
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
権
）
に
関
し
て
定
め
る
現
行
消
費
者
保
護
法
典
第
四
九
条
に
新
設
さ
れ
る
九
項
で
は
、「
本

条
及
び
こ
の
法
律
の
第
一
編
第
五
章
第
七
節
所
定
の
条
項
に
定
め
ら
れ
た
事
業
者
に
よ
る
義
務
の
不
履
行
は
、
行
為
の
重
大
性
に
照

ら
し
ま
た
新
た
な
違
法
行
為
を
抑
制
す
る
の
に
十
分
な
金
額
の
民
事
罰
金
が
司
法
権
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
機
会
を
与
え
、
こ
の
民
事

罰
金
の
適
用
は
、
刑
事
制
裁
及
び
行
政
処
分
、
な
ら
び
に
、
消
費
者
に
生
じ
た
財
産
的
及
び
精
神
的
損
害
に
対
す
る
賠
償
を
妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
」
と
規
定
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
事
罰
金
制
度
は
、
放
棄
権
の
み
な
ら
ず
第
七
節
「
電
子
商
取
引
」
の
義
務
違
反
に
際
し
て
も
適
用
さ
れ
る
た
め
、

違
法
な
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
不
招
請
勧
誘
規
制
一
般
の
あ
り
方
と
し
て
、
契
約
締
結
後
の
取

消
権
や
撤
回
権
の
行
使
あ
る
い
は
被
害
発
生
後
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
認
容
に
よ
る
事
後
的
な
救
済
で
は
な
く
、
未
然
防
止
や
抑
止

に
向
け
た
取
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば（（（
（

、
民
事
罰
金
制
度
の
存
在
は
、
こ
と
電
子
メ
ー
ル
広
告
関
連
の
義
務
違
反
に
つ

い
て
は
、
電
子
商
取
引
事
業
者
の
各
種
義
務
違
反
の
中
で
も
格
別
の
意
義
を
有
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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四　

結
び
に
代
え
て
︱
︱
日
本
法
へ
の
示
唆

１　

安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
義
務

　

ブ
ラ
ジ
ル
法
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
事
業
者
に
つ
き
、
当
該
役
務
に
つ
い
て
法
律
上
正
当
に
期
待
さ
れ
る
安
全

性
を
有
す
る
役
務
の
提
供
義
務
（
消
費
者
保
護
法
典
第
一
四
条
一
項
）
が
課
さ
れ
、
第
三
者
の
排
他
的
過
失
（
同
条
三
項
二
号
）
を
主

張
し
て
も
免
責
さ
れ
な
い
と
の
判
例
法
理
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
は
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
電
子
商
取
引
法
案
第

四
五
︲
Ｃ
条
四
号
は
、
同
判
例
法
理
を
電
子
商
取
引
全
体
に
広
げ
、
同
事
業
者
に
対
し
て
こ
れ
と
同
等
の
積
極
的
な
安
全
対
策
義
務

を
課
す
も
の
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
。
電
子
商
取
引
事
業
者
は
、
悪
意
の
あ
る
第
三
者
が
消
費
者
に
損
害
を
与
え
る
た
め
電
磁
的
方

法
の
脆
弱
性
を
利
用
し
な
い
よ
う
に
適
切
か
つ
有
効
な
安
全
対
策
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
点
、
わ
が
国
で
は
、
ま
ず
金
融
取
引
上
の
安
全
対
策
に
関
し
、
偽
造
カ
ー
ド
や
盗
難
カ
ー
ド
に
よ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
不
正
引

き
出
し
の
場
合
、
預
金
者
保
護
法
に
よ
り
、
銀
行
が
全
額
補
償
な
ど
の
責
任
を
負
う
制
度
が
あ
る
が
、
こ
の
法
律
に
よ
る
保
護
は
、

カ
ー
ド
に
よ
る
機
械
払
い
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
口
座
取
引
に
お
け
る
不
正
操
作
に

は
適
用
が
な
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
上
の
不
正
ア
ク
セ
ス
、
情
報
の
消
失
、
漏
え
い
、
改
ざ
ん
等
に
対
す
る
事

業
者
の
積
極
的
な
シ
ス
テ
ム
保
全
義
務
に
つ
い
て
は
、
日
本
通
信
販
売
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
「
通
信
販
売
業
に
お
け
る
電

子
商
取
引
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
企
業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
も
含
め
、

わ
が
国
の
消
費
者
法
分
野
に
お
け
る
法
律
・
国
家
法
（
ハ
ー
ド
ロ
ー
）
に
対
す
る
、
事
業
者
団
体
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
と

し
て
の
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
別
途
検
討
を
要
す
る（（（
（

。

　

電
子
商
取
引
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
シ
ス
テ
ム
障
害
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
通
信
障
害
等
に
伴
う
リ
ス
ク
が
あ
り
、
取
引
の
当

事
者
（
利
用
者
・
消
費
者
と
事
業
者
）
間
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者
等
の
第
三
者
も
介
在
す
る
こ
と
か
ら
、
取
引
当
事
者
の
コ
ン
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ト
ロ
ー
ル
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
ト
ラ
ブ
ル
の
生
じ
る
危
険
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
の
よ
う
に
消
費

者
の
個
人
情
報
を
含
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
法
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。

２　

情
報
自
己
決
定
権

　

ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
第
四
五
︲
Ｅ
条
五
項
二
号
の
下
で
保
障
さ
れ
る
情
報
自
己
決
定
権
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
状
況
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
等
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
り
、
当
初
は
個
人
識
別
性
が
な
か
っ
た
情
報
で
も
長

期
間
に
亘
り
大
量
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
個
人
識
別
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
情
報
に
個
人
識
別
性
が
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
保
護
す
る
必
要
性
が
完
全
に
失
わ
れ
る
と
考
え
る
の
は
相
当
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

利
用
者
の
許
諾
の
な
い
行
動
履
歴
や
位
置
情
報
等
の
第
三
者
へ
の
提
供
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
の
場
合
に
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
事
業
者
に
お
い
て
は
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
透
明
性
を
高
め
、
利
用
停
止
や
取
得
停

止
等
の
利
用
者
関
与
の
手
段
を
提
供
す
る
な
ど
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
個
人
識
別
性
が
否
定
さ
れ
る
場
合
で
も
、
自
己
の

行
動
履
歴
や
位
置
情
報
の
取
扱
い
に
自
己
の
意
思
を
反
映
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
消
費
者
に
不
利
益
と
な
る
た
め
、
オ
プ
ト
イ
ン
や
オ

プ
ト
ア
ウ
ト
の
手
段
を
消
費
者
に
分
か
り
や
す
い
方
法
で
提
供
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る（（（
（

。

　

こ
の
点
、
わ
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
第
四
章
以
下
の
義
務
等
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
の
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
限
定

さ
れ
、
こ
れ
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
構
成
す
る
個
人
情
報
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人
の

数
の
合
計
が
過
去
六
月
以
内
の
い
ず
れ
の
日
に
お
い
て
も
五
〇
〇
〇
を
超
え
る
者
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら

見
て
問
題
と
な
る
の
は
、
悪
質
業
者
が
振
り
込
め
詐
欺
や
「
次
々
販
売
」
等
の
悪
質
勧
誘
等
に
用
い
る
「
カ
モ
名
簿
」
で
あ
る
が
、

登
載
者
数
が
五
〇
〇
〇
を
満
た
さ
ず
、
そ
れ
ら
を
用
い
る
悪
質
業
者
が
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
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あ
る
た
め
、
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
る
規
制
が
機
能
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
悪
質
勧
誘
等
は
、
不
当
な
取
引
行
為
規
制
の

強
化
と
い
う
観
点
も
重
要
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
商
品
化
さ
れ
る
消
費
者
の
個
人
情
報
へ
の
法
的
対
応
と
い
う
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引

法
案
の
視
点
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
も
規
制
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
登
載
者
数
に
よ
る
裾
切
り
は
見
直
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う（（（
（

。

　

ま
た
、
保
有
個
人
デ
ー
タ
の
利
用
停
止
や
情
報
取
得
元
の
具
体
的
明
記
等
に
つ
い
て
、
企
業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
等
に
盛

り
込
む
な
ど
事
業
者
の
自
主
的
な
取
組
み
に
委
ね
る
の
で
は
不
十
分
と
の
指
摘
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
取
得
元
の
開
示
や
公
表
は
重

要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
な
さ
れ
な
い
と
、
不
適
正
な
取
得
が
あ
っ
た
の
か
、
違
法
な
第
三
者
提
供
が
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
利
用
停
止
等
の
求
め
の
制
度
が
形
骸
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る（（（
（

。
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
第
四
五
︲
Ｅ
条
二
項

二
号
の
よ
う
に
、
消
費
者
情
報
の
取
得
方
法
に
関
す
る
事
業
者
の
情
報
提
供
義
務
を
明
文
で
定
め
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

　

最
後
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
で
は
、
個
人
情
報
流
出
に
際
し
て
、
刑
事
制
裁
（
法
案
第
七
二
︲
Ａ
条
）
に
加
え
て
、
法

案
第
四
五
︲
Ｃ
条
四
号
の
下
、
民
事
上
の
効
果
と
し
て
事
業
者
の
損
害
賠
償
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
は
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

３　

電
子
メ
ー
ル
広
告
規
制

　

㈠　

入
口
規
制
と
内
容
規
制
の
連
動

　

電
子
メ
ー
ル
広
告
の
入
口
規
制
に
関
し
て
、
わ
が
国
の
特
定
商
取
引
法
で
は
、
平
成
二
〇
年
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
オ
プ
ト

ア
ウ
ト
規
制
か
ら
オ
プ
ト
イ
ン
規
制
方
式
に
改
め
ら
れ
た
。
オ
プ
ト
イ
ン
規
制
の
除
外
事
由
と
し
て
、
①
相
手
方
の
請
求
に
基
づ
く

場
合
（
特
商
法
第
一
二
条
の
三
第
一
項
一
号
）、
②
相
手
方
に
対
し
て
契
約
内
容
又
は
履
行
に
関
す
る
通
知
に
付
随
す
る
場
合
（
同
条
同

項
二
号
）、
及
び
、
③
主
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
フ
リ
ー
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
相
手
方
の
利
益
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
場
合
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（
同
条
同
項
三
号
）
が
認
め
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
ま
た
、
内
容
規
制
に
関
し
て
は
、
④
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
表
示
義
務
（
特
商
法
第
一

一
条
五
号
、
特
商
規
第
八
条
九
号
）、
⑤
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
送
信
を
拒
否
す
る
方
法
の
表
示
義
務
（
特
商
法
第
一
二
条
の
三
第
四
項
、

特
商
規
第
一
一
条
の
六
）
が
送
信
者
に
課
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
の
ソ
フ
ト
・
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
及
び
内
容
規
制
と
比
較
す
る
と
、
①
は
法
案
第
四
五
︲
Ｅ
条
本
文
一

号
と
同
趣
旨
で
あ
り
、
②
と
③
に
つ
い
て
は
、
両
場
合
に
つ
い
て
わ
が
国
の
内
容
規
制
に
関
す
る
④
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
表
示

義
務
（
法
案
第
四
五
︲
Ｅ
条
五
項
一
号
参
照
）
と
⑤
の
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
送
信
を
拒
否
す
る
方
法
の
表
示
義
務
（
法
案
第
四
五
︲
Ｅ

条
一
項
及
び
二
項
一
号
参
照
）
が
送
信
者
た
る
事
業
者
に
課
さ
れ
る
限
り
、
適
法
な
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
提
供
と
し
て
許
容
さ
れ
る

と
す
れ
ば
、
同
じ
く
同
趣
旨
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
に
お
け
る
内
容
規
制
で
は
、
さ
ら
に
、
消

費
者
情
報
の
取
得
方
法
に
関
す
る
情
報
提
供
義
務
（
法
案
第
四
五
︲
Ｅ
条
二
項
二
号
）
が
課
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
電
子
メ
ー
ル
の
広

告
的
性
質
が
速
や
か
に
特
定
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
（
法
案
第
四
五
︲
Ｅ
条
五
項
一
号
）
は
適
法
な
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
提
供
に
あ
た

ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
わ
が
国
で
許
容
さ
れ
る
②
と
③
の
場
合
の
う
ち
、
特
に
②
の
場
合
、
電
子
メ
ー
ル
の
広
告
的
性
質
が
速
や

か
に
特
定
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
に
該
当
し
違
法
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、「
契
約
の
成
立
」、「
注
文
確
認
」、「
発
送
通
知
」

等
の
電
子
メ
ー
ル
文
面
内
の
膨
大
な
広
告
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
に
、
契
約
の
内
容
確
認
や
履
行
に
関
す
る
重
要
事
項
が
分
か
り
づ
ら

か
っ
た
り
、
契
約
内
容
の
確
認
よ
り
も
広
告
が
目
的
の
メ
ー
ル
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

わ
が
国
の
法
制
と
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
の
違
い
に
関
し
て
、
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
の
み
に
あ
る
追
加
的
な
二

種
類
の
内
容
規
制
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
消
費
者
の
利
益
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
と
考
え
る
か
の
ス
タ
ン
ス
が
異

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、「
広
告
」
が
規
制
の
対
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
広
告
に
基
づ
い
て
通

信
手
段
に
よ
っ
て
申
込
み
を
受
け
る
意
思
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
消
費
者
が
そ
の
表
示
に
よ
り
購
入
申
込
み
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
に
限
ら
れ
る
た
め
、
契
約
の
内
容
確
認
や
契
約
の
履
行
に
関
わ
る
重
要
事
項
の
や
り
取
り
に
付
随
し
て
電
子
メ
ー
ル
広
告
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を
送
る
場
合
は
規
制
対
象
か
ら
外
れ
る
と
い
う
形
式
的
理
由
に
加
え
て
、
そ
の
実
質
的
理
由
と
し
て
、
注
文
確
認
メ
ー
ル
や
発
送
通

知
メ
ー
ル
な
ど
の
電
子
メ
ー
ル
送
信
の
場
合
に
商
品
等
の
宣
伝
・
広
告
が
表
示
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
特
定
商
取
引
法
第
一
二
条
の

三
第
一
項
本
文
に
よ
る
相
手
方
の
承
諾
を
得
た
と
同
視
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
数
行
の
契
約
内
容
確

認
部
分
に
対
し
て
、
膨
大
な
商
品
画
像
を
し
ば
ら
く
ス
ク
ロ
ー
ル
し
た
後
に
、
極
小
文
字
で
受
信
解
除
設
定
方
法
の
記
載
が
あ
る
と

い
う
場
合
に
、
受
信
者
の
承
諾
を
得
て
い
る
と
同
視
で
き
、
そ
の
利
益
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

㈡　

規
制
根
拠
︱
︱
平
穏
生
活
権
と
自
己
決
定
権
の
連
動

　

違
法
な
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
提
供
に
対
す
る
私
法
上
の
効
果
・
制
裁
に
つ
い
て
、
わ
が
国
で
は
、
一
般
的
な
人
格
権
保
護
の
規
定

を
民
法
中
に
設
け
る
必
要
性
や
、
消
費
者
契
約
法
に
お
け
る
困
惑
惹
起
行
為
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
、
取
消
し
の
み
な
ら
ず
申
込

み
の
撤
回
を
認
め
る
か（（（
（

、
取
消
し
ま
で
は
認
め
ず
不
法
行
為
と
し
て
の
損
害
賠
償
請
求
の
み
認
め
る
か
な
ど
の
立
法
論
が
展
開
さ
れ

て
い
る（（（
（

。

　

不
招
請
勧
誘
規
制
に
こ
れ
ら
の
民
事
的
効
果
を
認
め
る
べ
き
と
す
る
根
拠
は
、
い
か
な
る
点
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
不

招
請
勧
誘
規
制
の
趣
旨
と
し
て
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
被
害
者
保
護
に
、
情
報
通
信
分
野
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
主
眼
が

置
か
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
不
招
請
勧
誘
規
制
を
正
当
化
す
る
理
論
的
根
拠
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る（（（
（

。
情
報
通
信
分
野

の
主
眼
で
あ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
は
、
自
己
決
定
権
侵
害
あ
る
い
は
平
穏
生
活
権
侵
害
が
問
題
と
な
る
。
両
権
利
は

精
神
的
人
格
権
と
し
て
共
通
す
る
が
、
前
者
は
、
契
約
関
係
に
入
る
に
あ
た
り
自
由
な
判
断
を
行
い
、
ま
た
契
約
内
容
に
つ
い
て
も

自
由
な
判
断
に
基
づ
い
て
相
手
方
と
交
渉
し
決
定
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
積
極
的
意
味

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
初
期
概
念
で
あ
る
「
一
人
で
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
」
と

い
う
消
極
的
意
味
合
い
を
有
す
る
も
の
と
し
て
区
別
し
、
後
者
の
平
穏
生
活
権
侵
害
こ
そ
が
不
招
請
勧
誘
規
制
の
根
拠
と
し
て
妥
当

す
る
と
の
見
解
が
あ
る（（（
（

。
他
方
で
、
私
生
活
の
平
穏
に
関
わ
る
「
一
人
に
し
て
も
ら
う
権
利
」
が
害
さ
れ
て
、「
自
由
な
意
思
決
定
」
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が
確
保
さ
れ
な
い
環
境
下
に
お
い
て
は
、「
明
確
な
認
識
に
基
づ
く
意
思
決
定
」
に
関
わ
る
情
報
提
供
も
無
意
味
で
あ
る
た
め
、
私

生
活
の
平
穏
は
、
自
己
決
定
権
保
護
の
前
提
で
あ
り
、
前
者
は
後
者
に
先
立
つ
、
一
歩
手
前
の
要
件
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
の
見
解

も
あ
る（（（
（

。

　

こ
の
点
、
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
で
は
、
そ
の
効
果
が
民
事
罰
金
で
あ
る
た
め
同
列
に
考
慮
で
き
な
い
面
も
あ
る
が
、
法
案

第
六
条
一
一
号
（「
自
己
決
定
」）
及
び
一
二
号
（「
選
択
の
自
由（

（（
（

」）、
同
第
四
五
︲
Ａ
条
本
文
（「
自
己
決
定
」）、
な
ら
び
に
、
同
第
四

五
︲
Ｅ
条
二
項
一
号
・
二
号
に
よ
り
事
業
者
に
課
さ
れ
た
情
報
提
供
義
務
の
存
在
か
ら
す
れ
ば
、
自
己
決
定
権
侵
害
を
規
制
根
拠
と

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
入
口
規
制
に
あ
た
る
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
方
式
か
ら
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
受

け
手
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
係
る
利
益
と
送
り
手
の
営
業
な
い
し
広
告
の
自
由
に
係
る
利
益
と
の
比
較
衡
量
を
行
い（（（
（

、
勧
誘
や
広
告

の
方
法
に
よ
る
受
け
手
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
領
域
へ
の
侵
入
の
態
様
及
び
程
度
を
見
る
こ
と
か
ら
正
当
化
さ
れ
得
る
。
電
話
や

フ
ァ
ッ
ク
ス
及
び
電
子
メ
ー
ル
広
告
に
つ
い
て
は
、
受
け
手
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
同
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
方
が
勧
誘
・
広
告

を
す
る
側
の
広
告
の
自
由
よ
り
も
上
回
る
価
値
を
有
し
、
受
け
手
に
受
忍
し
が
た
い
迷
惑
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
、
民
事
法
上
も
違
法

で
あ
り
、
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
の
採
用
が
妥
当
で
あ
る（（（
（

。
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
入
口
規
制
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
受
け
手
の
平
穏
生

活
権
た
る
消
極
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
配
慮
し
、
他
方
で
そ
の
内
容
規
制
に
お
い
て
自
己
決
定
権
た
る
積
極
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の

保
護
を
実
現
す
べ
き
と
考
え
れ
ば
、
受
信
者
の
単
純
な
承
諾
の
有
無
と
そ
の
同
視
可
能
性
の
み
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、「
い
か
な

る
内
容
で
承
諾
し
た
か
」、「
い
か
な
る
内
容
で
承
諾
し
た
と
同
視
で
き
る
か
」
と
い
う
視
点
こ
そ
重
要
で
あ
る
。
消
費
者
か
ら
の
請

求
や
明
示
の
承
諾
が
な
く
て
も
、
そ
れ
と
の
同
視
に
よ
っ
て
適
法
な
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
提
供
を
認
容
で
き
る
場
合
、
す
な
わ
ち
除

外
事
由
に
つ
い
て
は
消
費
者
の
自
己
決
定
権
に
配
慮
し
て
厳
格
な
判
断
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取

引
法
案
で
は
、
法
案
第
四
五
︲
Ｅ
条
二
項
二
号
に
よ
り
消
費
者
の
情
報
自
己
決
定
権
に
配
慮
す
る
の
み
な
ら
ず
、
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
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の
採
用
に
加
え
て
、
法
案
第
四
五
︲
Ｅ
条
五
項
一
号
に
よ
り
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
内
容
が
広
告
で
あ
る
こ
と
の
容
易
特
定
性
を
課
す

こ
と
で（（（
（

、
消
費
者
の
自
律
的
行
動
を
担
保
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
同
様
、
電
子
メ
ー
ル
広
告
も
、
比
較
的
低
コ
ス
ト
で

な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
消
費
者
が
多
数
に
上
る
と
と
も
に
、
そ
の
受
信
者
の
衝
動
的
行
動
を
刺
激
し
て
、
同
人

が
広
告
に
含
ま
れ
た
リ
ン
ク
先
を
開
き
、
そ
の
訪
問
先
店
舗
に
て
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
、
簡
単
に
購
入
の
意
思
表
示
を
行
い

得
る
点
に
お
い
て
、
消
費
者
の
自
律
的
な
意
思
決
定
に
多
大
な
影
響
を
与
え
得
る
攻
撃
性
の
高
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で
あ
る（（（
（

。

こ
の
点
に
お
い
て
も
、
適
法
な
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
範
囲
を
入
口
及
び
内
容
の
両
面
規
制
を
通
じ
て
厳
密
に
適
正
化
す
べ
き
こ
と
が

要
請
さ
れ
る
。

（
1
）　

法
案
第
四
五
︲
Ａ
条
は
、
本
文
で
「
本
節
は
、
情
報
の
非
対
称
性
の
縮
減
、
取
引
上
の
安
全
対
策
、
自
己
決
定
及
び
個
人
情
報
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
よ
り
、
消
費
者
の
信
頼
を
強
化
し
、
実
効
的
保
護
を
保
障
す
べ
く
、
電
子
商
取
引
に
お
け
る
消
費
者
の
保
護
に
関

す
る
一
般
規
則
を
定
め
る
」
と
規
定
し
、
補
項
で
「
本
節
の
規
範
は
、
電
磁
的
方
法
又
は
そ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
、
製
品
又
は
役
務

の
事
業
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
活
動
に
適
用
さ
れ
る
」
と
規
定
す
る
。

（
2
）　

前
田
美
千
代
「
ブ
ラ
ジ
ル
電
子
商
取
引
法
案
に
お
け
る
消
費
者
・
事
業
者
間
の
情
報
の
非
対
称
性
の
縮
減
―
情
報
ア
ク
セ
ス
・
情
報

確
認
に
対
す
る
権
利
保
障
と
そ
の
私
法
的
効
果
に
関
す
る
比
較
法
的
考
察
―
」
法
学
研
究
八
七
巻
一
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
六
頁
。

（
3
）　

法
案
第
四
五
︲
Ｃ
条
は
、
本
文
で
「
次
の
こ
と
が
、
電
磁
的
方
法
又
は
そ
れ
に
類
す
る
方
法
を
利
用
す
る
事
業
者
の
義
務
で
あ
る
」

と
規
定
し
、
一
号
「
通
知
、
ク
レ
ー
ム
及
び
消
費
者
の
権
利
の
実
効
的
保
護
に
必
要
な
そ
の
他
の
情
報
を
含
む
、
連
絡
の
送
付
及
び
受
領

を
消
費
者
に
可
能
に
す
る
電
磁
的
方
法
又
は
電
話
の
方
法
と
い
っ
た
、
適
切
で
簡
便
か
つ
有
効
な
応
対
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
可
能
な
状
態
で

維
持
す
る
こ
と
」、
二
号
「
消
費
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
の
と
同
じ
方
法
又
は
他
の
習
慣
的
な
方
法
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
契
約

の
放
棄
及
び
解
除
の
意
思
表
示
を
含
む
、
連
絡
の
受
領
を
直
ち
に
確
認
す
る
こ
と
」、
三
号
「
事
後
の
放
棄
権
行
使
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

契
約
締
結
を
完
了
す
る
前
に
、
契
約
締
結
過
程
に
お
い
て
生
じ
得
る
錯
誤
を
発
見
し
訂
正
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
、
適
切
で
実
効
的
か
つ

簡
単
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
技
術
的
手
段
を
消
費
者
に
保
障
す
る
こ
と
」、
四
号
「
適
切
か
つ
実
効
的
な
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
を
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講
じ
る
こ
と
」
及
び
五
号
「
消
費
者
保
護
機
関
及
び
検
察
庁
に
対
し
て
、
要
請
さ
れ
る
場
合
は
常
に
、
氏
名
及
び
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ホ
ス
ト
な
ら
び
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
及
び
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
連
絡
を
可
能
と
す
る
そ
の
他
の
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
」
と
規
定
す
る
。

（
4
）　

法
案
第
四
五
︲
Ｃ
条
四
号
に
対
す
る
修
正
案
と
し
て
、（
修
正
案
第
四
四
︲
Ｄ
条
五
号
）「
支
払
い
及
び
消
費
者
の
個
人
情
報
の
取
扱

い
の
た
め
に
有
効
な
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
用
い
る
こ
と
」
と
定
め
る
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　

法
案
第
四
五
︲
Ａ
条
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
注
１
）
参
照
。

（
6
）　PIN

H
O

, José Benedito, Publicidade e vendas na Internet: técnicas e estratégias, São Paulo: Sum
m

us, 2000, pp. 
252-256. 

（
7
）　FIN

K
ELST

EIN
, M

aria Eugênia, A
spectos jurídicos do com

ércio eletrônico, Porto A
legre: Síntese, 2004, pp. 59-

60. 

（
8
）　M

A
RT

IN
S, Guilherm

e M
agalhães, R

esponsabilidade Civil por A
cidente de Consum

o na Internet, 2
a ed., São Paulo: 

Revista dos T
ribunais, 2014, p. 261. 

（
9
）　LO

REN
ZET

T
I, Ricardo, L., Com

ércio E
letrônico, São Paulo: Revista dos T

ribunais, 2004, p. 313. 

（
10
）　

法
典
第
一
四
条
は
、「
役
務
提
供
事
業
者
は
、
過
失
の
存
否
に
関
係
な
く
、
役
務
の
提
供
に
関
す
る
欠
陥
に
よ
り
消
費
者
に
生
じ
た

損
害
の
賠
償
に
対
し
責
任
を
負
う
。
役
務
の
享
受
及
び
危
険
性
に
つ
い
て
の
不
十
分
又
は
不
適
切
な
情
報
に
よ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
」

と
規
定
す
る
。

（
11
）　

法
典
第
一
四
条
一
項
は
、「
役
務
は
、
次
の
関
連
状
況
を
考
慮
の
上
、
当
該
役
務
に
つ
い
て
法
律
上
正
当
に
期
待
さ
れ
る
安
全
性
を

提
供
し
な
い
場
合
、
欠
陥
を
有
す
る
」
と
規
定
す
る
。

（
12
）　

法
典
第
一
四
条
三
項
は
、「
役
務
提
供
事
業
者
は
、
次
の
こ
と
を
証
明
す
る
場
合
に
の
み
免
責
さ
れ
る
」
と
規
定
し
、
そ
の
二
号
は
、

「
消
費
者
又
は
第
三
者
に
専
ら
過
失
が
存
在
す
る
こ
と
」
と
規
定
す
る
。

（
13
）　

二
〇
〇
二
年
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
第
三
九
三
条
で
は
、
民
事
責
任
の
免
責
事
由
と
し
て
「
不
可
抗
力
（caso fortuito

）」
を
定
め
る
。

学
説
・
判
例
に
よ
り
、
不
可
抗
力
に
は
、
外
部
的
不
可
抗
力
（caso fortuito externo

）
と
内
部
的
不
可
抗
力
（caso fortuito 

interno

）
の
二
種
類
が
あ
り
、
同
条
で
免
責
さ
れ
る
の
は
前
者
の
外
部
的
不
可
抗
力
の
み
と
さ
れ
て
い
る
（ST

O
LZE GA

GLIA
N

O
, 
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Pablo, PA

M
PLO

N
A

 FILH
O

, Rodolfo, N
ovo Curso de D

ireito Civil, vol. II, O
brigações, 14

a ed., São Paulo: Saraiva, 
2013, pp. 270-271

）。
内
部
的
不
可
抗
力
は
、
製
品
の
企
画
・
製
造
や
役
務
の
履
行
の
過
程
の
中
で
、
企
画
・
製
造
や
履
行
の
一
部
と
し

て
（
内
在
的
に
）
生
じ
る
が
、
外
部
的
不
可
抗
力
は
、
製
品
の
企
画
・
製
造
や
役
務
の
履
行
の
過
程
と
は
全
く
関
係
な
く
（
外
在
的
に
）

生
じ
る
と
い
う
違
い
が
あ
り
、
こ
の
違
い
は
因
果
関
係
の
存
否
に
影
響
を
与
え
る
（ST

O
LZE GA

GLIA
N

O
, PA

M
PLO

N
A

 
FILH

O
, op. cit.

）。
公
共
交
通
機
関
内
で
発
生
し
た
強
盗
に
つ
い
て
、
外
部
的
不
可
抗
力
で
あ
る
と
し
て
、
バ
ス
会
社
の
損
害
賠
償
責

任
を
否
定
し
た
連
邦
高
等
裁
判
所
判
例
（ST

J, 4
a T

., REsp 726.371/RJ– (J. 07/12/2006 -D
J 05/02/2007)

）
が
あ
る
。
他
方
で
、

下
級
審
裁
判
例
で
は
、
同
一
バ
ス
路
線
で
連
続
し
て
強
盗
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
予
見
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
輸
送
機
関
の
損
害
賠

償
義
務
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
。

（
14
）　ST

J Súm
ula n

o 479 - 27/06/2012.

　

関
連
す
る
先
例
と
し
て
「
銀
行
は
、
偽
造
小
切
手
の
支
払
い
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
が
、
当
座
預
金
口
座
名
義
人
の
排
他
的
過
失
又

は
過
失
競
合
の
場
合
に
は
例
外
と
す
る
」（ST
F Súm

ula n
o 28 - 13/12/1963

）
が
あ
る
。

（
15
）　

関
連
判
例
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
の
預
金
口
座
か
ら
第
三
者
に
よ
り
詐
欺
的
に
金
銭
が
引
き
出
さ
れ
た
事
例
に

お
い
て
、
連
邦
高
等
裁
判
所
第
三
小
法
廷
二
〇
一
二
年
五
月
三
日
判
決
（ST

J, 3
a T

., A
gRg no A

g. 1.430.753 - RS - (2009/0086579-3 - 
D

ec. 03/05/2012 - D
JE 11/05/2012)

）
は
、「
…
…
第
三
者
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
行
わ
れ
た
不
正
操
作
に
よ
り
、
そ

の
預
金
口
座
か
ら
一
万
五
七
九
六
ヘ
ア
イ
ス
三
七
セ
ン
タ
ー
ヴ
ォ
ス
（
約
七
〇
万
円
）
の
金
銭
を
詐
取
さ
れ
た
消
費
者
が
法
律
上
正
当
に

期
待
し
た
安
全
性
を
欠
く
こ
と
に
よ
る
役
務
提
供
上
の
欠
陥
を
理
由
と
し
て
、
原
審
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
民
事
責
任
が
排
除
さ
れ
る
た
め

に
は
、
事
実
関
係
の
再
審
査
が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
判
例
（Súm

ula 07/ST
J

）
に
従
い
当
裁
判
所
の
権
限
事
項
で
は
な
い
」

と
し
た
。

（
16
）　FIN

K
ELST

EIN
, M

aria Eugênia, op. cit., pp. 59-60. 

（
17
）　BESSA

, Leonardo Roscoe, O
 consum

idor e os lim
ites dos bancos de proteção ao crédito, São Paulo: Revista dos 

T
ribunais, 2003, pp. 97-98; 

窪
田
充
見
著
『
不
法
行
為
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
一
二
三
頁
。

（
18
）　GO

M
ES CA

N
O

T
ILH

O
, José Joaquim

, D
ireito Constitucional e T

eoria da Constituição, 7
a ed., Coim

bra: A
lm

edina, 
2003, p. 515; 

窪
田
・
前
掲
書
（
注
17
）、
一
二
三
頁
。
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（
19
）　LO

REN
ZA

T
T

I, Ricardo, L., op. cit., p. 90; 

新
保
史
生
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
情
報
保
護
」
岡
村
久
道
編
著
『
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
法
律
問
題
︱
理
論
と
実
務
︱
』（
新
日
本
法
規
、
二
〇
一
三
年
）
二
五
七
～
二
五
八
頁
。

（
20
）　

新
保
・
前
掲
論
文
（
注
19
）、
二
六
一
頁
以
下
。

（
21
）　M

IN
A

RD
I PA

ESA
N

I, Liliana, D
ireito e Internet: liberdade de inform

ação, privacidade e responsabilidade civil, 
5

a ed., São Paulo: A
tlas, 2012, pp. 52-53. 

（
22
）　

わ
が
国
で
も
、
個
人
情
報
保
護
法
第
二
三
条
二
項
に
お
い
て
、
一
定
の
要
件
の
下
で
本
人
の
同
意
な
く
個
人
情
報
を
第
三
者
に
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
右
崎
正
博
ほ
か
編
『
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
情
報
公
開
法
・
個
人
情
報
保
護
法
・
公
文
書
管
理
法
〔
別
冊
法

学
セ
ミ
ナ
ー
二
二
四
号
〕』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
一
二
～
二
一
七
頁
、
宇
賀
克
也
著
『
個
人
情
報
保
護
法
の
逐
条
解
説
［
第

４
版
］』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
一
一
二
～
一
一
六
頁
）。

（
23
）　

行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
の
問
題
点
に
つ
き
、
長
澤
松
男
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と
法
的
問
題

点
」
現
代
消
費
者
法
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
八
八
～
八
九
頁
。

（
24
）　LIM

BERGER, T
êm

is, O
 D

ireito à intim
idade na E

ra da Inform
ática: a necessidade de proteção dos dados pessoais, 

Porto A
legre: Livraria do A

dvogado, 2007, p. 58. 

（
25
）　

電
子
メ
ー
ル
広
告
送
信
の
た
め
、
消
費
者
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
電
子
商
取
引
事
業
者
が
ど
の
よ
う
に
取
得
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
①
第
三
者
に
よ
る
提
供
（
個
人
情
報
販
売
）、
②
自
主
サ
イ
ト
訪
問
者
の
個
人
情
報
収
集
、
③
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
収
集
ツ
ー
ル
の
利
用
、
が
挙
げ
ら
れ
る
（FIN

K
ELST

EIN
, M

aria Eugênia, op. cit., p. 149

）。

（
26
）　M

A
CED

O
 M

EN
A

 BA
RRET

O
, Ricardo de, R

edes sociais na internet e direito: a proteção do consum
idor no 

com
ércio eletrônico, Curitiba: Juruá, 2012, pp. 158-160.

（
27
）　

前
田
・
前
掲
論
文
（
注
2
）、
六
頁
。

（
28
）　

法
案
第
七
二
︲
Ａ
条
は
、「
法
律
上
の
例
外
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
権
利
者
の
明
示
の
許
可
及
び
情
報
提
供
下
で
の
同
意
な
く
、

個
人
情
報
や
個
人
識
別
情
報
を
流
通
さ
せ
、
集
積
、
開
示
、
使
用
許
諾
、
処
分
、
利
用
、
共
有
、
提
供
す
る
こ
と
、
又
は
、
何
ら
か
の
方

法
で
譲
渡
も
し
く
は
移
転
す
る
こ
と
─
─
一
年
か
ら
四
年
の
拘
留
及
び
罰
金
」
と
規
定
す
る
。

（
29
）　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
利
益
は
、
一
度
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
原
状
回
復
が
事
実
上
不
可
能
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
暴
露
さ
れ
た
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
そ
の
情
報
が
消
え
る
ま
で
に
は
相
当
の
時

間
を
要
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
消
去
さ
れ
る
こ
と
な
く
永
遠
に
残
る
可
能
性
す
ら
あ
る
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
、
二
〇
一
二
年
一
月

に
公
表
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
規
則
案
に
お
い
て
、「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
と
い
う
条
文
を
置
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
あ
く
ま

で
事
後
救
済
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
事
前
の
権
利
侵
害
予
防
対
策
の
重
要
性
に
鑑
み
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
バ

イ
・
デ
ザ
イ
ン
（PbD

）」
と
い
う
対
応
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。「
設
計
時
に
組
み
込
む
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
対
策
」
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
仕

様
を
策
定
す
る
段
階
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対
策
を
組
み
込
む
必
要
性
や
、
研
究
開
発
者
が
新
た
な
技
術
開
発
に
従
事
す
る
に
あ
た
っ

て
、
そ
の
開
発
過
程
に
お
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
問
題
を
事
前
に
検
討
す
る
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
（
新
保
・
前
掲
論
文
（
注

19
）、
二
六
七
～
二
七
一
頁
参
照
）、
第
四
五
︲
Ｃ
条
四
号
の
安
全
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
対
策
義
務
の
中
に
ど
の
よ
う
な
具
体
的
義
務
が
含

ま
れ
る
か
を
考
え
る
上
で
有
益
で
あ
る
。

（
30
）　

同
じ
く
憲
法
上
の
基
本
権
で
あ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
（
連
邦
憲
法
第
五
条
一
〇
号
）
の
場
合
に
は
、
当
該
明
文
規
定
の
存
在
が
、
同

憲
法
の
下
位
法
で
あ
る
消
費
者
保
護
法
典
の
下
で
の
消
費
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
強
化
に
つ
な
が
り
、
終
局
的
に
は
法
案
第
四
五
︲
Ｃ

条
四
号
の
安
全
対
策
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
事
業
者
の
損
害
賠
償
義
務
を
肯
定
し
得
る
の
に
対
し
、
表
現
の
自
由
と
通
信
の
秘
密
の
場

合
に
は
、
当
該
明
文
規
定
の
存
在
が
、
規
制
対
象
と
な
る
べ
き
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
概
念
を
限
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
も
っ
て
事
業

者
の
企
業
活
動
に
配
慮
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

（
31
）　

法
案
第
四
五
︲
Ｅ
条
は
、
本
文
で
「
次
の
受
信
者
へ
の
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
送
信
は
禁
止
さ
れ
る
」
と
規
定
し
、
一
号
「
事
業
者
と

の
事
前
の
消
費
の
関
係
を
有
さ
ず
、
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
受
信
に
つ
き
事
前
の
同
意
を
表
示
し
て
い
な
い
者
」、
二
号
「
申
込
み
遮
断
リ

ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
者
」、
三
号
「
電
子
メ
ー
ル
を
受
信
し
な
い
選
択
を
事
業
者
に
直
接
表
示
し
た
者
」
と
規
定
す
る
。
続
い
て
、
一
項

「
送
信
者
と
受
信
者
と
の
間
に
事
前
の
消
費
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
消
費
者
が
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
拒
絶
の
機
会
を
有
す
る
限
り
、

そ
の
送
信
は
許
容
さ
れ
る
」、
二
項
「
事
業
者
は
受
信
者
に
対
し
て
、
送
信
す
る
各
電
子
メ
ー
ル
広
告
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
を
情
報
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
一
号
「
事
業
者
は
各
電
子
メ
ー
ル
広
告
に
て
、
い
つ
何
時
で
も
何
ら
の
負
担
な
し
に
新
た
な
電

子
メ
ー
ル
広
告
の
送
信
を
拒
絶
し
得
る
、
適
切
、
簡
便
、
安
全
か
つ
有
効
な
方
法
」、
二
号
「
消
費
者
情
報
を
取
得
し
た
方
法
」
と
規
定

す
る
。
さ
ら
に
、
三
項
「
事
業
者
は
、
電
子
メ
ー
ル
広
告
の
受
信
拒
絶
を
表
示
し
た
消
費
者
に
対
し
て
は
、
電
子
的
申
込
み
や
諸
連
絡
の

送
信
又
は
情
報
の
送
信
を
速
や
か
に
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
四
項
「
本
節
の
目
的
の
た
め
、
電
子
メ
ー
ル
広
告
と
は
、
製
品
も
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し
く
は
役
務
の
申
込
み
又
は
広
告
に
関
連
し
た
も
の
で
か
つ
電
子
メ
ー
ル
又
は
そ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
送
信
さ
れ
た
も
の
を
い
う
」

と
規
定
す
る
。
最
後
に
、
五
項
本
文
で
「
次
の
こ
と
も
ま
た
禁
止
さ
れ
る
」
と
規
定
し
、
一
号
「
電
子
メ
ー
ル
広
告
送
信
者
の
氏
名
や
同

電
子
メ
ー
ル
の
広
告
的
性
質
を
隠
し
、
偽
り
、
ま
た
速
や
か
に
特
定
で
き
な
い
よ
う
な
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
こ
と
」、
二
号
「
法
律

上
の
例
外
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
権
利
者
の
明
示
の
許
可
及
び
情
報
提
供
下
で
の
同
意
な
く
、
個
人
情
報
や
個
人
識
別
情
報
を
流
通

さ
せ
、
集
積
、
開
示
、
使
用
許
諾
、
処
分
、
利
用
、
共
有
、
提
供
す
る
こ
と
、
又
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
譲
渡
も
し
く
は
移
転
す
る
こ

と
」
と
規
定
す
る
。

（
32
）　

津
谷
裕
貴
「
不
招
請
勧
誘
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
上
）」
津
谷
裕
貴
弁
護
士
追
悼
論
文
集
刊
行
委
員
会
編
『
消
費
者
取
引
と

法
―
津
谷
裕
貴
弁
護
士
追
悼
論
文
集
―
』（
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
一
一
年
）
七
三
七
頁
以
下
（
国
民
生
活
研
究
五
〇
巻
一
号
（
二
〇
一

〇
年
）
一
～
一
五
頁
）。

（
33
）　

両
方
式
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
オ
プ
ト
イ
ン
規
制
を
原
則
と
し
て
補
完
的
に
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
規
制
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
に
、
わ
が
国
の
金
融
商
品
取
引
法
第
三
八
条
で
は
、
四
号
に
オ
プ
ト
イ
ン
の
不
招
請
勧
誘
禁
止
、
五
号
に
勧
誘
受
諾
意
思
確
認
義
務
、

六
号
に
再
勧
誘
禁
止
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
商
品
先
物
取
引
法
第
二
一
四
条
で
も
、
五
号
に
再
勧
誘
禁
止
、
七
号
に
勧
誘
受
諾
意

思
確
認
義
務
、
九
号
に
オ
プ
ト
イ
ン
規
制
の
不
招
請
勧
誘
禁
止
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）　

訪
問
販
売
の
不
招
請
勧
誘
規
制
に
関
し
て
、
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
の
不
招
請
勧
誘
規
制
を
原
則
と
し
、
不
招
請
勧
誘
は
原
則
禁
止
で
例

外
的
に
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
津
谷
裕
貴
「
不
招
請
勧
誘
禁
止
と
『
訪
問
販
売
お
断
り
』
ス
テ
ッ
カ
ー
」
現
代
消
費
者
法
七
号
（
二

〇
一
〇
年
）
六
二
頁
以
下
）。
通
信
販
売
に
つ
い
て
も
、
電
子
メ
ー
ル
は
ウ
ィ
ル
ス
等
の
危
険
が
あ
り
、
ま
た
大
容
量
の
重
い
メ
ー
ル
は

迷
惑
で
あ
る
た
め
、
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
（
津
谷
裕
貴
「
不
招
請
勧
誘
規
制
な
く
し
て
悪
徳
商
法
対
策
な
し
（
上
）
―

法
令
だ
け
で
な
く
条
例
や
ス
テ
ッ
カ
ー
に
注
目
―
」
消
費
者
法
ニ
ュ
ー
ス
八
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
三
二
頁
）。

（
35
）　EREN

BERG, Jean Jacques, Publicidade patológica na internet à luz da legislação brasileira, São Paulo: Juarez 
de O

liveira, 2003, p. 56. 

（
36
）　

法
典
第
三
〇
条
は
、「
提
供
又
は
提
示
〔
陳
列
〕
さ
れ
た
製
品
及
び
役
務
に
関
し
て
あ
ら
ゆ
る
伝
達
方
式
又
は
伝
達
手
段
に
よ
り
流

通
さ
れ
た
、
必
要
十
分
に
簡
潔
な
（suficientem

ente precisa

）
全
て
の
情
報
又
は
広
告
は
、
そ
れ
を
流
通
さ
せ
あ
る
い
は
利
用
す
る

事
業
者
を
拘
束
し
、
ま
た
、
後
に
締
結
さ
れ
る
契
約
の
内
容
と
な
る
」
と
規
定
す
る
。
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（
37
）　

法
典
第
三
五
条
は
、
本
文
で
「
製
品
又
は
役
務
の
供
給
者
が
、
申
込
み
、
表
示
又
は
広
告
に
従
う
履
行
を
拒
絶
す
る
場
合
、
消
費
者

は
、
択
一
的
か
つ
自
ら
の
自
由
な
選
択
で
、
一
号
か
ら
三
号
の
事
項
を
請
求
で
き
る
」
と
規
定
し
、
一
号
「
申
込
み
、
表
示
又
は
広
告
所

定
の
義
務
の
強
制
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
」、
二
号
「
同
等
の
他
の
製
品
又
は
役
務
の
提
供
を
受
諾
す
る
こ
と
」、
三
号
「
現
在
レ
ー
ト
で

の
既
払
金
の
返
還
及
び
損
害
賠
償
請
求
権
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
」
と
規
定
す
る
。

（
38
）　

法
典
第
三
六
条
は
、「
広
告
は
、
消
費
者
が
容
易
か
つ
速
や
か
に
広
告
と
し
て
識
別
す
る
よ
う
な
方
法
で
流
通
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
規
定
す
る
。

（
39
）　

前
田
・
前
掲
論
文
（
注
2
）、
七
頁
。

（
40
）　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
各
州
法
に
お
け
る
不
招
請
勧
誘
規
制
違
反
の
場
合
の
民
事
罰
金
制
度
に
つ
い
て
、
川
和
功
子
「
消
費
者
契
約
に

お
け
る
『
情
報
提
供
』、『
不
招
請
勧
誘
』
及
び
『
適
合
性
の
原
則
』
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
法
制
度
」
比
較
法
研
究
セ
ン
タ
ー
・
潮
見
佳

男
編
『
諸
外
国
の
消
費
者
法
に
お
け
る
情
報
提
供
・
不
招
請
勧
誘
・
適
合
性
の
原
則
〔
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
一
号
〕』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇

八
年
）
八
八
頁
以
下
。

（
41
）　

森
田
宏
樹
「『
電
子
消
費
者
契
約
』
に
お
け
る
消
費
者
の
意
図
し
な
い
意
思
表
示
に
つ
い
て
︱
情
報
化
社
会
に
お
け
る
法
形
成
の
あ

り
方
の
観
点
か
ら
︱
」
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ッ
ト
＝
長
谷
部
恭
男
編
『
融
け
る
境 

超
え
る
法
４ 

メ
デ
ィ
ア
と
制
度
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年
）
五
八
～
五
九
頁
、
松
本
恒
雄
「
消
費
者
法
に
お
け
る
公
私
協
働
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
︱
消
費
者
市
民
社
会
の
実
現
に
お
け
る
法

の
役
割
︱
」
新
世
代
法
政
策
学
研
究
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
八
六
～
八
八
頁
、
九
八
～
一
〇
〇
頁
。

（
42
）　

宇
賀
克
也
「
消
費
者
保
護
と
情
報
管
理
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
六
一
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
〇
～
三
一
頁
。

（
43
）　

宇
賀
・
前
掲
論
文
（
注
42
）、
三
二
頁
。

（
44
）　

宇
賀
・
前
掲
論
文
（
注
42
）、
三
二
頁
。

（
45
）　

梶
村
太
一
＝
石
田
賢
一
＝
西
村
博
一
編
『
新
・
特
定
商
取
引
法
』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
一
四
六
～
一
四
七
頁
参
照
。

（
46
）　

梶
村
＝
石
田
＝
西
村
編
・
前
掲
書
（
注
45
）、
一
九
八
～
一
九
九
頁
。

（
47
）　

正
木
健
司
「
不
招
請
勧
誘
の
規
制
」
消
費
者
法
ニ
ュ
ー
ス
九
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
六
〇
頁
。

（
48
）　

後
藤
巻
則
著
『
消
費
者
契
約
と
民
法
改
正
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
、
上
杉
め
ぐ
み
「
投
資
取
引
に
お
け

る
情
報
提
供
義
務
の
私
法
的
構
成
︱
適
合
性
原
則
及
び
不
招
請
勧
誘
規
制
を
中
心
に
︱
」
明
治
学
院
大
学
法
科
大
学
院
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
九
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号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
二
頁
。

（
49
）　

上
杉
め
ぐ
み
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
不
招
請
勧
誘
の
規
制
︱
金
融
サ
ー
ビ
ス
分
野
と
電
子
通
信
分
野
の
概
要
︱
」
消
費
者
法
ニ
ュ
ー

ス
九
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
六
三
頁
。

（
50
）　

上
杉
め
ぐ
み
「
不
招
請
勧
誘
規
制
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
（
１
）」
法
経
論
集
一
九
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
二
頁
及
び
二
三
頁
。

（
51
）　

後
藤
・
前
掲
書
（
注
48
）、
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
。

（
52
）　

現
行
法
典
第
六
条
は
消
費
者
基
本
権
を
定
め
る
も
の
で
、
現
行
で
は
一
号
か
ら
一
〇
号
の
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
に
続
け
て
、
一
一
号

で
は
、「
電
磁
的
方
法
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
提
供
さ
れ
ま
た
収
集
さ
れ
た
情
報
及
び
個
人
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
な
ら
び
に
安
全
」
が
保
障
さ
れ
、
ま
た
一
二
号
で
は
、「
消
費
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

殊
に
新
技
術
及
び
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
関
係
で
の
選
択
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
る
（
前
田
・
前
掲
論
文
（
注
2
）、
六
頁
）。

（
53
）　

不
招
請
勧
誘
が
、「
消
費
者
に
対
す
る
攻
撃
性
」
や
「
消
費
者
の
情
報
不
足
」、「
消
費
者
の
判
断
力
不
足
」
と
い
っ
た
問
題
性
を
含

む
上
に
、
不
招
請
勧
誘
の
結
果
と
し
て
「
消
費
者
の
生
存
権
の
侵
害
」
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
営
業
の
自
由

を
制
約
し
て
不
招
請
勧
誘
を
規
制
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
（
後
藤
・
前
掲
書
（
注
48
）、
一
〇
五
頁
）。

（
54
）　

宗
田
貴
行
「
不
招
請
勧
誘
規
制
の
課
題
」
鹿
野
菜
穂
子
＝
中
田
邦
博
＝
松
本
克
美
編
『
消
費
者
法
と
民
法
―
長
尾
治
助
先
生
追
悼
論

文
集
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
三
年
）
九
〇
～
九
四
頁
。

（
55
）　

広
告
の
容
易
特
定
性
は
、
消
費
者
が
広
告
の
説
得
的
効
果
に
曝
さ
れ
な
が
ら
そ
の
自
衛
手
段
を
持
つ
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
消
費
関

係
に
お
け
る
透
明
性
及
び
信
義
誠
実
行
動
の
要
請
か
ら
導
か
れ
る
（D

IA
S, Lucia A

ncona Lopez de M
agalhães, Publicidade e 

direito, São Paulo: Revista dos T
ribunais, 2010, p. 67; BEN

JA
M

IN
, A

ntônio H
erm

an, LIM
A

 M
A

RQ
U

ES, Cláudia, 
BESSA

, Leonardo Roscoe, M
anual de D

ireito do Consum
idor, 4

a ed., São Paulo: Revista dos T
ribunais, 2012, pp. 

235-236

）。

（
56
）　LIM

A
 M

A
RQ

U
ES, Cláudia, Confiança no com

ércio eletrônico e a proteção do consum
idor (um

 estudo dos negócios 
jurídicos de consum

o no com
ércio eletrônico), São Paulo: Revista dos T

ribunais, 2004, p. 164.


